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ま え が き  
 
 この消防年報は、南魚沼市と湯沢町における平成 25 年中の主要な消防業

務と消防現勢について収録し、消防業務について広く理解を求めるとともに、

多方面にわたり資料として利用されることを願って編さんしたものであり

ます。  
 
 〈市町村合併について〉  
 平成 16 年 11 月 1 日に六日町と大和町が合併し、南魚沼市が誕生しまし

た。平成 17 年 10 月 1 日には南魚沼市と塩沢町が合併し、新たな南魚沼市

となりました。  
 このことから、平成 18 年 3 月 31 日に南魚沼地域広域連合を解散し、同

年 4 月 1 日から湯沢町における消防事務（消防団事務を除く。）を受託、名

称を南魚沼市消防本部と改名し、現在に至っております。  
 なお、平成 19 年 4 月 1 日から旧町（塩沢町、六日町、大和町）３団が南

魚沼市消防団の１団体制となり、六日町方面隊、大和方面隊、塩沢方面隊に

編成されました。  
 
平成 26 年 3 月  

                   南魚沼市消防本部  
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昭和４４年 ４月 １日  六日町・塩沢町消防事務組合発足（職員４名） 
      ８月 ７日  塩沢町立舞子小学校火災 
      ８月１２日  水害六日町対策本部設置 
     １２月     消防庁舎完成（第 1 期） 
昭和４５年 １月 １日  消防署発足・業務開始（職員署長以下 25 名） 
      ３月     Ａ級救急車導入 
      ８月     Ｂ級救急車寄贈される 
     １２月     水槽付消防ポンプ自動車導入 
昭和４６年 ７月２６日  県立六日町高校火災 
     １０月 １日  中部消防応援協定締結 
     １１月 ３日  六日町市街地火災（２棟死者１名） 
昭和４７年 ４月 １日  湯沢町・大和町加入し組合名称を魚沼消防事務組合に改称 
     １０月 １日  湯沢町・大和町に分署庁舎完成 業務開始（職員 16 名を採用・両 

分署に消防ポンプ自動車・救急車を配置） 
昭和４８年 ２月18～21日  塩沢町で第 28 回国民体育大会冬季大会開催 期間中石打分遣所設置 

      ４月     湯沢分署・大和分署に広報車配置 
      ７月     消防審議会発足 
      ９月２９日  中部消防応援協定協議会救助訓練（六日町） 
     １０月３０日  スノーケル車（16m 級）本署に配置 
昭和４９年 １月     消防本部・署庁舎増築（第２期） 
      ２月１８日  ホテル火災（六日町） 
      ４月 １日  南魚沼郡休日救急外科在宅当番制開始 
     １０月２０日  新潟県総合防災訓練を六日町で開催 
昭和５０年 １月２０日  プロパンガス爆発事故（塩沢町大字関 死者１名、負傷者３名、全 

壊 1 戸、損壊 11 戸） 
      ４月 １日  消防署 隔日勤務を２交代制から３交代制に移行 
昭和５１年 ２月 ３日  泡放射砲を購入し本署に配置 
      ６月 １日  消防の一部事務組合を解散し、南魚沼郡広域事務組合と合併する。 
      ９月３０日  本署配置の水槽車を化学車に改造 
昭和５２年 １月 ７日  六日町豪雪対策本部設置 
      ７月１５日  トンネル火災（上越新幹線湯沢北工区 負傷者 40 名全員救出） 
昭和５３年 ２月     ドア付消防ポンプ自動車本署に配置 
      ２月     豪雪対策本部四町に設置 



      ４月 １日  第１次消防整備計画策定 
      ６月２６日  魚沼地方集中豪雨 
      ８月２０日  第 29 回新潟県消防大会を六日町で開催 
     １０月     湯沢分署・大和分署庁舎増築 
     １０月 ５日  プロパンガス爆発（大和町大字浦佐 死者 1 名、負傷 1 名、全壊 1 

戸、損壊 11 戸） 
昭和５４年１２月２７日  ホテル火災（湯沢町大字湯沢） 
昭和５５年 ２月１６日  六日町豪雪対策本部設置 
      ３月１７日  湯沢町に無線サイレン吹鳴装置設置 

３月２８日  救急医療情報システム導入 
７月１８日  南魚沼郡防火協会設立 

     １１月２７日  消防 100 年記念消防団全国大会開催（東京） 
昭和５６年 １月 ６日  56 豪雪 豪雪対策本部四町に設置 
      ２月 ９日  スキー場で雪崩（六日町大字坂戸 軽傷者 1 名） 
      ２月     消防本部・署庁舎増築（第 3 期） 
      ６月２１日  広域消防 10 周年記念式典開催 
      ７月 ３日  六日町消防団 坂戸スキー場の雪崩災害で県知事表彰 
      ８月２３日  集中豪雨により六日町の魚野川氾濫被害発生 
     １０月 １日  防火対象物表示公表制度の施行 
     １２月２０日  消防庁 C 型救急指令装置導入及びテレホンガイドサービス開始 
昭和５７年 ３月 ３日  魚沼消防本部・六日町消防団 消防庁長官表彰旗受章 
      ４月 １日  利根沼田広域市町村圏整備組合と、消防相互応援に関する協定締結 
     １１月１５日  上越新幹線開業 
     １２月 ４日  休日診療所を六日町保健センターに移設 
昭和５８年 ４月 １日  第２次消防整備計画策定 
      ９月     本署消防ポンプ自動車（CD-Ⅱ）更新 
     １０月２６日  関越自動車六日町 IC まで開通 
     １２月１１日  工場火災（六日町大字泉） 
昭和５９年 ２月 ８日  59 豪雪 豪雪対策本部四町へ設置 
      ２月２９日  雪崩災害（湯沢町大字湯沢 湯元 民家直撃２名救出） 
      ４月 １日  第２次病院群輪番制、休日夜間救急診療開始  
      ４月１１日  救助隊編成 
      ６月１２日  救助訓練塔完成 
      ９月１５日  新潟県総合防災訓練を湯沢町で開催 
     １１月 ８日  関越自動車道湯沢 IC まで供用開始 
     １２月１７日  湯沢町消防団 消防庁長官特別表彰を受賞（雪崩災害救助活動） 



昭和６０年 ２月１７日  ホテル火災（湯沢町大字湯沢） 
      ９月２６日  第１回関越トンネル総合防災訓練開始 
     １２月     本署、化学消防ポンプ自動車更新 
昭和６１年１１月１１日  六日町少年婦人防火委員会設立 
昭和６２年 ２月２６日  本署に大型救助工作車配置 
     １１月 ６日  湯沢分署・大和分署に水槽付消防ポンプ自動車配置 
昭和６３年 ３月 ３日  JR 上越線湯沢町土樽地内で展望列車「アルカデｨア号」火災発生 
      ４月 １日  第３次消防整備計画の策定 
     １２月 ４日  ビル火災（湯沢町大字湯沢西中 死者２名） 
昭和６４年 １月 ７日  昭和天皇崩御、翌日８日に平成と改元 
平成 元年 ４月 １日  消防緊急情報システムⅡ型導入及び順次指令装置、新テレホンガイド導入 

      ９月1～７日  管内リゾートマンション特別査察 
平成 ２年 １月 １日  新潟県広域消防相互応援協定締結 
      ３月 ８日  塩沢町消防団 消防庁長官表彰旗を受賞 
      ３月２０日  指令室に地図検索装置及び自動気象観測装置を導入 
      ６月 ６日  日本消防協会東北支部消防連絡会議開催（湯沢町） 
平成 ３年 ２月17～20日  塩沢町・六日町で第 46 回国民体育大会冬季大会開催 
      ６月２３日  広域消防 20 周年記念行事開催 
平成 ４年 １月１０日  湯沢分署新庁舎移転、業務開始 
      ４月 ３日  南魚沼幼少年婦人防火委員会設立 
      ６月 １日  本署指令車更新 
      ９月 ６日  六日町婦人防火クラブ結成 
     １２月１６日  湯沢分署はしご付消防自動車（35m 級）を配置 
     １２月２８日  本署消防ポンプ自動車（CD-1）更新 
平成 ５年 ３月 ３日  湯沢町消防団、消防庁長官表彰旗を受賞 

４月 １日  第４次消防整備計画策定 
      ６月 ８日  救急車に患者搬送装置（プロパックモニター）を装備 
      ７月１９日  本署、防火広報車を導入 
     １１月     湯沢分署、救助訓練塔完成（主塔、副塔） 
平成 ６年１２月 １日  各団に小型動力ポンプ付軽積載車を貸与 

１２月１５日  大和分署、新庁舎移転 業務開始 
平成 ７年 ４月 １日  新潟県消防防災ヘリコプター運用開始 
      ９月 １日  塩沢町婦人防火クラブ結成 
      ９月 １日  大和分署、県消防防災ヘリコプター給油施設設置 
     １１月２９日  本署、消防車庫棟新築 
平成 ８年 ２月 ８日  湯沢分署、消防ポンプ自動車（兼救助工作車）更新配置 



      ４月 １日  南魚沼郡山岳遭難防止対策協議会へ加入 
      ５月３１日  放射能防護服、放射能測定器配備 
      ６月 ８日  本署、指令車更新 
     １２月7～9日  長野県蒲原沢土石流災害現場へ応援出動（第１次隊） 
     １２月12～14日  同上（第 5 次隊） 

１２月２０日  本署、はしご付消防自動車（24m 級）を配置 
平成 ９年 ６月 ５日  本署、積載車更新 
      ８月 ７日  湯沢分署、指令車更新 
      ８月 ８日  大和分署、指令車更新 
      ８月２８日  大和分署、救急車更新 
      ９月１１日  湯沢分署、救急車新規購入２台体制となる。 
平成１０年 ３月 ７日  自治体消防 50 周年記念式典（日本武道館） 

３月１０日  本署、高規格救急車更新 
      ４月 １日  第５次消防整備計画策定 
      ４月 １日  六日町病院に「心電図伝送送受信装置」を設置 
     １０月２８日  携帯電話から 119 番通報運用開始 
     １０月     台風 10 号郡内に被害 
平成１１年 １月２０日  本署、小型ポンプ付水槽車を新規配置 
     １２月１４日  本署、救急車更新 
平成１２年 ２月 ４日  湯沢分署、高規格救急車を新規配置 
      ３月１３日  本署、化学消防ポンプ自動車更新 
      ４月 １日  関越トンネル内救急業務を道路公団より引き継ぐ 
      ５月３１日  湯沢分署、積載車更新 
平成１３年 １月 １日  本署、非常用自家発電設備を設置 
      １月 ４日  中越地区地震 
      ２月１２日  スキー場で雪崩災害（大和町大字五箇 軽傷者 1 名） 
      ３月１９日  南魚沼郡広域事務組合を解散し、南魚沼郡広域連合を設立 
      ４月 １日  指令室指令台｢消防緊急通信施設（Ⅱ型）｣に更新及び新発信地表示シス

テムを導入 
      ８月     六日町欠ノ上地内に県消防防災ヘリコプター緊急離着陸場を設置 
     １２月２５日  塩沢町消防無線サイレン新設 
平成１４年 ３月 ９日  本署、救助工作車更新 
      ４月 １日  南魚沼メディカルコントロール協議会設立 
     １１月２６日  大和町婦人防火クラブ結成 
平成１５年 ４月 １日  第６次消防整備計画策定 
      ８月２４日  第 54 回新潟県消防大会を湯沢町で開催 



     １０月３０日  本署、指令車更新 
平成１６年 ２月２５日  大和分署、水槽付消防ポンプ自動車更新 
      ４月２７日  全国消防長会東北支部総会（湯沢町） 
      ７月１３日  新潟・福島豪雨（7.13 水害）13～15 日災害応援 
     １０月２３日  新潟県中越地震 25～31 日災害応援 
     １１月 １日  六日町、大和町合併し南魚沼市となる。 
     １１月 １日  南魚沼郡広域連合を南魚沼地域広域連合に名称変更する。 
平成１７年 ２月２５日  湯沢分署、水槽付消防ポンプ自動車更新 

４月 １日  緊急消防援助隊登録（消火隊・救助隊・救急隊各１隊） 
９月 １日  湯沢分署、救急車更新 
９月２７日  本署、高規格救急車更新 

１０月 １日  南魚沼市と塩沢町が合併する。 
１０月２５日  携帯１１９受信装置整備運用開始 
１１月３０日  湯沢分署、自家発電設備を設置 

平成１８年 １月 ６日  平成 18 年豪雪 市町に豪雪災害救助法適用 
      ２月２８日  本署、指揮隊車を配置 
      ３月１７日  大和分署、自家発電設備を設置 

 ３月３１日  南魚沼地域広域連合を解散する。 
      ４月 １日  南魚沼市消防本部となる。湯沢分署を湯沢消防署に格上げ。 
      ４月 １日  南魚沼市六日町消防団、南魚沼市大和消防団、南魚沼市塩沢消防団と改

名する。 
     １１月２８日  大和分署、高規格救急車へ更新 
平成１９年 ４月 １日  六日町消防団、大和消防団、塩沢消防団を合併し南魚沼市消防団１団体

制となる。 
      ７月１６日  新潟県中越沖地震 16～26 日災害応援 
      ８月３１日  大和分署指令１号車更新 
      ９月6～7日  北越急行との合同訓練 参加人員 75 名 
     １０月 ２日  県立六日町病院多数傷病者合同救助訓練 参加人員 200 名 
     １０月１４日  南魚沼市消防団秋季連合演習 六日町小学校 参加人員 1,192 名 
     １１月２８日  湯沢署、高規格救急車更新 
平成２０年 ３月 ７日  自治体消防 60 周年記念式典（日本武道館）において、南魚沼市消防団

（塩沢方面隊）日本消防協会長特別表彰「まとい」受賞 
７月２７日  集中豪雨（ゲリラ豪雨）発生により、城内地区、東地区内河川において

河川土砂災害発生 
      ８月２９日  第 37 回全国消防救助技術大会（北九州市）初出場（引揚チーム 5 名） 
     １０月１６日  関越自動車道大和スマートインターチェンジ供用開始 



     １０月２３日  県立六日町病院多数傷病者合同救助訓練（参加者 240 名） 
１１月２８日  社団法人日本損害保険協会から高規格救急自動車寄贈により本署、高規

格救急車 2 台体制となる。 
１２月２２日  湯沢署、指揮隊車を配置 

平成２１年 １月２５日  文化財防火訓練（鈴木牧之記念館） 
２月17～20日  第 64 回トキめき新潟国体のスキー競技が南魚沼市（石打地区）及び湯 

沢町で開催 
４月9～10日  新潟県消防長会春季総会（開催地：南魚沼市消防本部） 

 ５月１６日  新型インフルエンザ（A／H1N1）患者が国内で発生、管内では 6 月 23
日に発生し流行拡大 

７月23～27日  フジロックフェステバル（苗場）期間中救急隊１隊を現地（湯沢町浅貝） 
に常駐 

 ８月２０日  第 38 回全国消防救助技術大会（横浜市）に出場（ロープブリッジ救出

チーム４名、ロープブリッジ渡過）し、２種目とも入賞 
９月25～27日  患者等搬送事業乗務員基礎講習 
９月２７日  第 64 回トキめき新潟国体の自転車競技が南魚沼市で開催 

      ９月２８日  患者等搬送事業乗務員定期講習 
１０月2～5日  第 64 回トキめき新潟国体のテニス競技が南魚沼市で開催 
１０月１６日  中部消防応援協定協議会を南魚沼市で開催 
１０月２３日  中越大震災５周年記念追悼式（長岡市） 
11 月 12 日～12 月 4 日  救急隊員のうち 46 名に新型インフルエンザワクチン接種 

平成２２年 １月２４日  文化財防火訓練（トミオカホワイト美術館） 
２月１０日  南魚沼市消防団が日本消防協会長から表彰旗を受賞 
６月２７日  消防本部新庁舎の建設工事が始まる。 
８月２７日  第３９回全国消防救助技術大会（京都市）に引揚救助チームが出場し、

入賞する。（全国大会へは３年連続出場） 
 ９月１日  新潟県防災訓練が魚沼市で開催、当本部より救助隊 1 隊が訓練参加 

９月３日  北越急行との合同訓練 参加人員２１名 
１１月５日  本署、救急予備車（高規格救急車）を更新し救急車の配置替えを実施 

１１月１３日  南魚沼市・湯沢町危機管理フォーラム 2010 開催 
平成２３年 １月２３日  文化財防火訓練（浄光寺） 

１月３１日  平成 23 年豪雪 市に豪雪災害救助法適用 
３月１１日  東日本大震災発生  
３月１２日  長野県北部地震発生 

3 月 14 日～5 月 10 日  緊急消防援助隊として宮城県石巻市へ出動（延べ派遣人員 276 名） 
７月27～29日  新潟・福島豪雨災害発生 消防団員延べ約 4,400 名出動 



９月 １日  消防本部新庁舎供用開始 
１１月９日  緊急消防援助隊の活動について総務大臣表彰を受賞 

平成２４年 １月２６日  文化財防火訓練（三国街道二居本陣 富沢家） 
      １月３０日  湯沢町に豪雪対策本部設置 
      １月３１日  南魚沼市に豪雪対策本部設置 
      ２月 ３日  南魚沼市全域に災害救助法適用 
      ２月２０日  南魚沼市消防団が防災功労者消防庁長官表彰を受賞 
      ５月 １日  湯沢署、消防ポンプ自動車を更新 
      ５月２４日  国道２５３号八箇峠トンネル内爆発事故発生 
             新潟県広域消防相互応援協定により県下１４消防本部から４８隊 

２３３名の応援を受ける。６８時間による救出活動で４名救出。 
     １０月 ４日  湯沢署、救急車更新（高規格救急車） 
     １０月３０日  ドクターヘリ運航開始  
平成２５年 １月２０日  文化財防火訓練（五郎丸神社） 
      ２月２２日  南魚沼市に豪雪対策本部設置 

             六日町地域、大和地域に災害救助法適用 

      ２月２４日  塩沢地域に新潟県災害救助条例適用 

４月 １日  初の女性消防吏員採用 

４月 １日  南魚沼市消防団大和方面隊再編により新体制となる。 

      ５月１６日  消防本部訓練塔工事着工 

９月 ２日  南魚沼市消防団が防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞 


